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第 12 回 雨水ネットワーク全国大会 2019in 福岡

～風かおり、緑かがやく、あまみず社会の実現に向けて～

ＳＤＧｓから水循環の
　　　　これからを考える



「雨水ネットワークとは？」
『雨水ネットワーク』は、雨水活用や雨を主とした水循環系の健全化等に関わる市民・企 業・
行政・学会等が形成する  “ 緩やかな情報のプラットフォーム ” です。

2008 年 8 月「深刻化する都市の水危機を総合的に解決する手段」として、また、「健全 な水循
環系の再生」を目指し、地域を越え、枠組みを越え、情報の交換や共有、協働を行う『雨 水ネットワー
ク会議』として設立され、2014 年「雨水の利用の推進に関する法律」の施行 をきっかけに、雨
水活用新時代に向けてより活動の場を広げるべく、2015 年 8 月に『雨水 ネットワーク』と改名
されました。

近年、地球温暖化に伴う気候変動によって、世界各地で洪水や渇水が多発し、深刻な浸 水被害
や食料生産への影響が懸念されています。国内においては、都市におけるゲリラ豪 雨の発生や各
地での記録的な集中豪雨の発生増加に伴い、雨との関係を見つめなおし、そ の付き合い方を考え
直す必要性が高まっています。

本来、“ 雨 ” は貴重な水資源であり、貯留することで身近な水源として役立ちます。また、 雨を
積極的に、浸透、蒸発散させることによって、地下水の涵養や地域の健全な水循環系 を育みます。
雨水を排除するのではなく、“ 雨水をためて活かすことが当たり前の社会 ” の 実現のためには、
雨水活用に関する研究や技術開発をはじめ、啓発や環境教育など、様々 な分野の人々が協働して
取り組んでいかなければいけません。そのため、『雨水ネットワー ク』は、雨水活用等に関する情
報交換や交流を通じて、水循環の健全化に貢献し、持続可 能な社会が構築されることを目指して
以下の活動を行っています。

１．雨水に関わる人々のための情報プラットフォームづくり
２．雨水に関わる人々のネットワーク拡大と交流・協働の促進
３．雨水に関する知識や技術情報の収集と蓄積
４．雨水に関する情報の発信
５．雨水に関わる人々の情報交換および交流を目的としたイベントの開催



実行委員長あいさつ

九州大学 工学研究院 教授
島谷 幸宏

　「SDG ｓから水循環のこれからを考える　～風かおり、緑かがやく、あまみず社会」というテー
マで、今年の雨水ネットワーク全国大会は、福岡大学で開催することになりました。
「雨水ネットワーク（設立時、雨水ネットワーク会議）」は、2008 年に誕生し、今年で 12 回目

の全国大会を迎えます。今大会は、近年の SDGs やグリーンインフラの動向を踏まえ、水循環社
会の実現に向けて新たなステージへの第一歩を踏み出す会にしたいと考えています。

福岡では 2009 年に第 2 回全国大会が開催され、今回、2 度目の開催となります。思い返せば
2009 年は福岡市内の樋井川などが水害に見舞われ、その直後ということもあり、大変切実な大
会となりました。「第 2 回雨水ネットワーク会議全国大会」では福岡宣言がなされ、その宣言に
対応すべく福岡市では “樋井川流域治水市民会議” を設立し、樋井川の復旧に尽力して参りました。
さらに、市民会議が発展し、2016 年より「あまみず社会」の取り組みがはじまり、あめにわ憩
いセンターなど、徐々に成果が出つつあります。

全国に目を移すと 2014 年に「水循環基本法」と「雨水の利用の推進に関する法律」が施行され、
制度面からも雨水活用の推進に関する準備が整いました。

このような状況の下、今大会は市民、行政、企業、学術などの雨水に関心のある人が集い、情
報を共有し、じっくりと話し合い、その後の実践につなげることができる、対話と討論の会にし
たいと考えております。

そのため、今年はプログラムを大幅に変えて、初日にじっくりと話し合うワールドカフェを、2
日目には講演と討論を企画しました。

ワールドカフェでは、数名の方からの 5 分程度の話題提供があったのち、数名のテーブルに分
かれて自由に話し合うスタイルのワークショップです。

2 日目は行政、民間、研究者から最新の動向についての話題提供が行われたのち、SDG ｓと水
循環という基本コンセプトに基づき会場全員で水循環の未来について討論したいと考えています。

2 日目の会議後、福岡市内に導入しているあまみずグランド、あめにわ憩いセンターなど最新
の雨水技術や雨水を中心としたコミュニティ拠点の見学会も用意しています。

今大会が、「未来」に向けて、「人」を育て、新たな一歩を踏み出すための全国大会になります
ことを願っております。



プログラム
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大会へのメッセージ

国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部長
溝口 宏樹

　「第 12 回雨水ネットワーク全国大会 2019 in 福岡」の開催にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　皆様方には、日頃より水資源行政にご協力を頂きまして厚く御礼申し上げます。

　今年もすでに、活発な梅雨前線や台風の影響により、６月下旬からの記録的な大雨で、宮崎・
鹿児島両県では一時 110 万人以上に避難指示が出され、また、７月下旬には、長崎県の五島と対
馬で大雨特別警報が発令されるなど、九州地方をはじめとして、全国各地で大きな被害が発生し
ました。被害に遭われた皆さまには、改めてお見舞いを申し上げます。

　一方、渇水に関しては、今年は、１月から７月までの間、国が管理する河川 13 水系 14 河川で
取水制限を実施しています。このうち、愛知県の宇連ダムは、貯水率が本年５月に 34 年ぶりに
一時ゼロとなり、全国ニュースでも取りあげられました。その後の降雨によって貯水率は回復し、
６月中旬に取水制限は解除になりましたが、大変心配な状況でありました。

　このような集中豪雨と渇水という、異なる自然現象への備えに対して、雨水の利用を社会に普
及させていくことは、効果的な対策となります。例えば、市街化が進んだ都市部等の流域に降っ
た雨水を、貯留施設等に一時貯留することで、下水道、河川等へ集中的に雨水が流出することを
抑制することができます。また、貯留した水を平常時からトイレ用水や散水へ利用することや、
防火用水等への利用、渇水時や地震時等の生活用水等にも活用することは、有効な水資源として
期待されます。

地域で雨水利用施設の普及促進のためには、産・学・官・ＮＰＯ等の連携が、なにより重要です。
平成 26 年５月に施行された「雨水の利用の促進に関する法律」では、国や地方公共団体、事業
者や国民の責務を明らかにするとともに、基本方針等の策定その他の必要な事項を定めることに
より、雨水の利用を推進し、水資源の有効な利用をすることとしています。

国土交通省では、平成 31 年４月よりホームページに掲載している冊子「雨水活用のススメ」
において、雨水の活用方法の解説や、地方公共団体の助成金制度の紹介をしています。雨水利用
について定める都道府県方針や市町村計画の策定が進み、地域の実情に応じた取組が促進される
よう、今後も支援していきます。

　最後に、第 12 回全国大会の開催にあたり本大会をはじめとする関係者の皆様の雨水利用に関
するこれまでの取組について感謝申し上げますとともに、本活動を通じて雨水の利用がますます
進展していくことを期待いたします。



あまみず技術カフェ
コミュニティのデザインカフェ
あめ庭カフェ
認証と制度カフェ

ワールドカフェ
みんなで討論！
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ワールドカフェについて
実行委員  ／ 九州産業大学 建築都市工学部 教授 

山下 三平

【はじめに】
本年度はみなさんとのディスカッションの充実を重視したプログラムになっています．そのディ

スカッションをできるだけ多様で，だれも取り残さないようにし（SDG ｓ），しかも深みのある実
りを得ることができるようにしようということで，ワールドカフェ形式
で行うことになりました．

ディスカッションの時間のテーマ，ねらいおよび形式を要約すれば，
以下のようになるでしょう．

【テーマ】
　以下の 4 つです．
　　　①　あまみず技術
　　　②　雨 庭
      　③　コミュニティのデザイン
　　　④　認証と制度

①と②はどちらかというと技術的なものです．②の雨庭は①のあまみず技術のひとつですが，
①の持続的な普及のためには，魅力的な方法にとくに注目するのがいいのではないかということ
で，②を取り上げています．
　③と④はどちらかというと社会的なテーマになるでしょう．③のコミュニティのデザインは，
あまみず社会の実現の基盤です．そのありかたを模索するものです．そして④は技術を普及させ
る方策や制度が整いつつある一方，十分にそのはたらきを発揮するために大事なことは何かを考
えるテーマといえそうです．

【ねらい】
　以上の 4 つのテーマについて，以下のような 3 つの切り口で話し合いができれば，いいのでは
ないでしょうか．
　　☆　どんな適用が可能か、どんな可能性があるのか（公共、地域、各戸）
　　☆　課題はなにか（同）
　　☆　すぐにできること、少し時間がかかりそうなこと、じっくり時間をかけて取り組むべき　　 
　　　　ことは？

【形　式】
基本的には以下の 4 点を守ります．
　①　4 ～ 5 人 1 組で席に着く
　②　⼀定時間で 1 人を除き席を移動する
　③　紙に意⾒やアイデアを書く
　④　参加者全員で情報共有する
そのうえで，さらに細かくは以下の 4 つの工夫が大切です．
　　　テーマごとに、話題提供者が解題と情報提供を行う
　　　そののちに、テーブルに散らば
　　　部屋の雰囲気をできるだけ楽しくアレンジする
　　　飲み物や食べ物を用意する
　　　モデレータや話題提供者がある程度，リードするが，しすぎないようにする
　　　モデレータがディスカッションの成果をまとめて，その後の全体討論に持ち寄る

　すこし冒険的なやりかたになりますが，みなさんでリラックスして，自由な話し合いができれ
ば幸いです．
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ワールドカフェ話題提供者の紹介

［話題提供］
離島で考えるこれからの雨水活用と持続可能な暮らし方

［話題提供］　　  　　　　　※ P.00 に資料掲載あり
・都市洪水対策には浸透が重要
・あまみず社会の概念と方法　　　

［プロフィール］
1968 年京都府生まれ。現在、福井工業大学環境情報学部教授、日本雨水資源化システム
学会理事・広報委員長、日本建築学会あまみず普及小委員会主査、NPO 法人雨水市民の会理事、NPO 法人
雨水まちづくりサポート理事、あめゆき Cafe 事務局長、雨水ネットワーク世話人を務める。自ら始めた稲
作を通じて雨水に目覚め、雨水活用の技術開発から環境教育を含めた普及まで幅広く活動中。日本国内で
雨水が普通に利用される社会の実現を目指している。

［プロフィール］
九州大学工学研究院教授、土木研究所、国土交通省武雄河川事務所等をへて現在に至る。
河川工学、河川環境が専門であるが、小水力発電、合意形成などにも詳しい。最近は、グリーンインフラ、
あまみず社会の研究に鋭意取り組んでいる。

[ 活動内容紹介 ]　
生命の源は水。淡水の源は雨。少し考えると気付きますが、私達にとって無くてはならない水

道水も究極的には「雨」が源です。長崎県五島列島にある小さな二次離島である赤島には水道が
無く、島民は未だ全生活用水を雨水に依存した生活を営んでいます。福井工業大学の笠井研究室
では同大の近藤研究室と協働で、2017 年から雨水活用システムを基盤とした赤島活性化プロジェ
クトに取り組んでいます。これまでの活動から得られた経験を基に、実は「無い」という地域資
源も有りうることに気付かされました。今後は、赤島の現状を守りつつ地域を活性化させる方法
の一つとして、他には無い島の雨水生活そのものを活かした環境教育プログラム「雨水生活体験」
を展開してゆきます。

[ 活動内容紹介 ]　
2015 年より「分散型水管理を通した、風かおり、緑かがやく、あまみず社会の構築」という

研究を実施しています。あまみず社会とは「雨水は貯留、浸透させ、一挙に地下の管に入れない、
分散型の水管理を行う社会。水と緑による有機的な社会。」のことです。

①治水は土壌浸透が基本。良好な緑を増やし、地域を守るコミュニティ治水を進めます。
②日常の水利用になるだけ雨水を活用します。
③雨水貯留はいざという時に災害用水として機能します。
④あまみずを貯める過程で多世代が協力し、人と人がつながる社会を目指します。
⑤要素技術は、伝統美に基づく、グリーンインフラ技術です。
⑥合流式下水道では、流出水を減らし水質改善に寄与します。

あまみず技術
カフェ

あまみず技術
カフェ

笠井 利浩

島谷 幸宏

Toshihiro KASAI

Yukihiro SHIMATANI
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［話題提供］
雨水貯留浸透の観測

［話題提供］
土壌（ランドスケープ土）を用いた Rain Capture（蓄雨）

［プロフィール］
福岡大学工学部社会デザイン工学科助手、雨水ネットワーク全国大会実行委員会 事務局｡
大学院卒業後１０年程建設コンサルタント会社で河川計画業務に従事した後、６年前から現職。大学では
都市型洪水被害軽減のため、下水道網を通じて家屋や学校などが持つ雨水流出抑制効果の定量的な評価と
効果的な土地利用の提案に取り組む。

［プロフィール］
公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 常務理事、雨水ネットワーク 代表、日本雨水資源化 シ
ステム学会 海外連絡担当理事。1959 年名瀬市（現奄美市）生まれ、横浜市在住。大学では農業土木を専攻、
総合建設会社を経て、2000 年より（社）雨水貯留浸透技術協会に勤務。建設会社入社 2 年目に、雨水の浸
透処理技術の開発に関与したことがきっかけとなり、以来雨水対策を中心に水循環改善技術の研究開発や
その普及啓発に従事。

[ 活動内容紹介 ]　
雨水貯留浸透技術が普及するには、目に見えるかたちで効果を検証することが必要である。あ

まみず社会研究会では現在、樋井川流域内で雨水実験住宅、あまみず科学センター、雨庭憩いセ
ンター、各戸で使用している雨水タンク、小中学校に設置した雨水タンクについて、雨量計と水
位計を設置し、観測を行っています。これらの観測を行うことにより、どれだけの雨水が屋根か
ら入り、どれだけの水量を使っているか、そこから流出抑制効果を定量化することができます。
この観測結果からタンクの貯水機能や貯留効果が予測したとおりに機能していることが裏付けら
れています。また、観測結果をもとにタンクをモデル化して下水道網に取り込むことで流域や街
区レベルで必要となる貯留浸透機能がどの程度なのかを見積もることができます。

[ 活動内容紹介 ]　
近年、気候変動の影響による記録的大雨、渇水、猛暑などといった、異常気象が常態化している。

こうした気象災害による犠牲者を減らすべく、事前防災や水循環系の健全化に資する雨水貯留浸
透技術に関する調査研究、技術指針等の整備、民間企業が開発した製品・工法の技術評価や雨水
活用全般の普及啓発に取り組んでいる。また、海外においても、慢性的な洪水や水不足、急激な
地下水枯渇といった雨に関係する課題が散見され、JICA 事業等を通じてインドネシア、タイ、イ
ンド、韓国等の現地関係機関や現地企業と連携しながら、日本で培われた貯留、浸透及び利用に
関するハード・ソフト技術を活用して、その問題解決に取り組んでいる。

あまみず技術
カフェ

あまみず技術
カフェ

浜田 晃規

屋井 裕幸

Teruki HAMADA

Hiroyuki OKUI
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［話題提供］
不動産から川へ

［話題提供］
「善福寺川を里川にカエル会」の取り組み

［プロフィール］
（株）樋井川村 村長 、（有）吉浦ビル 代表。1976 年、福岡県福岡市で 8 代にわたる農家
に生まれる。大学卒業後、地方銀行に勤務。退職後、住む場所、仕事を変えながら、九州・東京・NY と人
生トータル 23 回転居しながら、様々な地域、住環境を体験する。地域に “ 場 ” を開く不動産活用として、「シェ
ア DIY 工房」や「シェアオフィス」「シェア店舗」など、チャレンジする人のためのインキュベーション活
動を行っている。

［プロフィール］
1973 年東京都神田川の近くで生まれ、７歳でニューヨークのブロンクス川のほとりに
移り住む。東京の外資系 PR 会社でサラリーマン生活を体験後、米国コロンビア大学で文化人類学の博士号
を取得（2008）。上智大学国際教養学部准教授。現在、妻と子ども達と杉並区に在住。善福寺川を里川に
カエル会のコアメンバーであり、2016 年より神田川上流懇談会委員、すぎなみエコ路地フェスタ実行委員
会会長などを引き受けている。

[ 活動内容紹介 ]　
2012 年に祖父から築古賃貸マンション「吉浦ビル」を引継ぎ、入居者と一緒にスケルトンか

ら DIY で造る “DIY カスタマイズ賃貸 ” という手法で、満室と独自のコミュニティをマネジメン
ト。2015 年には福岡市城南区の旧・樋井川村エリアの “ 村づくり ” を目指す「株式会社 樋井川
村」を設立、地域商店街の空きテナントを利用した地域交流拠点「上長尾テラス」を運営しながら、
コミュニティオーガナイザーとして活動中。

[ 活動内容紹介 ]　
汚く、危なく、入れない善福寺川（東京都杉並区）に、子どもが集まるような川に変えたいと

思い様々な活動に取り組んでいる。下水の流出が絶えない東京の河川を、どうしたら清流の川に
変えられるのか？自然環境との調和を大切にしながら多世代が協力して解決を図る方法として、
雨水活用と水辺再生を推進している。今回のお話では、善福寺川を里川にカエル会の活動につい
て紹介する。具体的には、杉並区立井荻小学校の生徒がデザインした遅野井川や学校での雨水教育、
善福寺川流域のグリーンインフラ計画、住宅での雨庭づくりについて説明する。

コミュニティ
の

デザインカフェ

コミュニティ
の

デザインカフェ

吉浦  隆紀

渡辺 剛弘

Takanori YOSHIURA

Takehiro WATANABE
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［話題提供］
子どもたちから始まる多世代地域活動

［プロフィール］
1980 年生まれ、福岡大学工学部助教。水環境工学が専門。
河口域をはじめとする水環境と開発を両立させるための工学的手法の検討などが主な研究テーマ。あまみ
ずタメルンジャー Z のプロデュースのほか、室見川での地域住民との協働によるシロウオ産卵場保全活動
など、住民や学生の力を活かした地域づくりにも取り組んでいる。

[ 活動内容紹介 ]　
「あまみず社会」や「グリーンインフラ」に関する調査・研究に加え、「水と緑の楽校」の代表

として子どもたちに川をはじめとする身近な自然に触れるイベントを多く企画しています｡ イベ
ントの際には、学生や子供たちの親世代、保育士、小学校の教員、自治会などのステークホルダー
とともに企画立案を行うこで、「あまみず社会」の概念を多世代で共有できる地域づくりやコミュ
ニティづくりにつながるように工夫しています｡ 集中型水管理のリスクや分散型水管理の多面的
な効果をヒーローショーの形で伝える「あまみずタメルンジャー Z」ショーは地域のイベントで
も人気のコンテンツです！

コミュニティ
の

デザインカフェ

伊豫岡 宏樹
Hiroki IYOOKA

あまみずキャラバンカーとタメルンジャー

あまみずと共につくる豊かなくらし「あまみず生活」
　　　　　vol.02 2016 Summer（発行：あまみず社会研究会）より



8

［話題提供］
グリーンインフラと地域文化の創造

［話題提供］
雨庭と都市景観デザイン

［プロフィール］
京都大学大学院地球環境学舎博士後期課程修了。博士（地球環境学）。専門は景観生態学、
造園学。横浜国立大学経営学部及び東京都立大学理学部地理学科卒業。陸上自衛隊航空気象専門職、国連
大学研究員を歴任。現在、（公財）京都市都市緑化協会緑環境専門員、金沢大学環日本海域環境研究センター
連携研究員。金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学など非常勤講師。近著に『グリーンインフラによる
都市景観の創造』公人の友社（分担執筆）など。

［プロフィール］
コーネル大学大学院ランドスケープアーキテクチュア学科修士課程修了。
Studio Vulkan ランドスケープ計画設計事務所（スイス・チューリッヒ）、大成建設設計本部専門技術部環
境デザイン室を経て、2016 年福岡で竹林知樹スタジオを開設。同年から九州大学大学院の学術研究員と
してあまみず社会研究会に参画（2018 年 9 月に学術研究員は終了）。2019 年 8 月株式会社 Takebayashi 
Landscape Architects を設立。ランドスケープアーキテクト、北九州市景観アドバイザー。

[ 活動内容紹介 ]　
歴史的に育まれてきた自然とのつき合い方を、現代の文脈であらためて解きほぐし、新たな知

恵としてどのように持続可能な社会づくりに組み込むか。京都は 1200 年以上にわたり、数多の
日本庭園がつくられ続け、市民の間に根付いた季節的な祭事が各所で営まれてきた。今新たに「雨
庭」や「和の花」という言葉を通じ、市民、行政、企業、大学などを巻き込んだ協働型の取組が
進みつつある。人口縮退時代に良好な都市ランドスケープをどのように創り続けていくのか。京
都や金沢のような歴史都市に内在するインフラを、工学的なグリーンインフラ論を超えて、暮ら
しの楽しみにつながる地域文化を創造する視点から読み解いている。

[ 活動内容紹介 ]　
ランドスケープリサーチ & デザイン会社として、公共の広場・公園や河川、住宅街の開発など

の屋外環境のプランニングとデザイン、地域・都市スケールのデザインガイドライン、景観づく
り構想等に従事する。一方で、あまみず社会研究会メンバーとして、ミズベリング樋井川、あま
みずコーディネータ養成講座、広報誌「あまみず生活」、樋井川あまみずツアー、あまみず科学セ
ンター雨庭、樋井川テラス雨庭プロジェクト、World Bank Integrated Urban Flood Risk Manage-
ment 研修セミナーのミニスタジオ等に取り組む。地域の生態系や社会・経済活動にもとづき、様々
な空間・専門領域の境界を超えて、維持可能でトータルな風景づくりを目指す。

あ め 庭
カフェ

あ め 庭
カフェ

飯田  義彦

竹林 知樹

Yoshihiko IIDA

Tomoki TAKEBAYASHI
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［話題提供］
既存戸建住宅でのあまみず社会の実践
　　　　　　　　　　　：あめにわ憩いセンター

［プロフィール］
2016 年よりあまみず社会研究会に参加。樋井川流域あめにわ憩いセンターなどにおいて、
あまみず社会の概念に基づいた雨水流出抑制の実装、学校でのあまみず社会づくりのお手伝い、グリーン
インフラの流出抑制効果の検証などを行う。㈱ Takebayashi Landscape Architects 所属、九州大学工学研究
院・学術研究員（非常勤）、同大学院博士課程在学中。技術士（建設部門）。

[ 活動内容紹介 ]　
あめにわ憩いセンターは、福岡市樋井川上流部に位置する築約 50 年の戸建住宅で、角銅久美

子さんのご自宅です。雨樋を切断し、屋根に降る雨水を貯留して日常的に活用し、さらに大雨の
際は庭に浸透させて流出抑制を図る雨庭を 2016 年に実装しました。角銅さんをはじめ、建築や
造園の専門家、土木工学の研究者など多様な人々と協力した、既存戸建住宅でのあまみず貯留・
活用・浸透技術の実践です。水がめや桶、樽などの昔から雨水貯留に利用される手法や、ホーム
センター等で手軽に入手できる容器などを連結し、約 6 トン（2019.8 現在）を貯留し、散水や
足湯に利用しています。植物の生長により庭の土壌はよく雨水を浸透し、大雨の際にも敷地外へ
の流出はほぼ見られていません。

あ め 庭
カフェ

田浦 扶充子
Fumiko TAURA

あまみずと共につくる豊かなくらし「あまみず生活」
　　　　　vol.03 2016 Fall（発行：あまみず社会研究会）より

みどりと水のうるおいある庭づくり
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［話題提供］
雨水まちづくりサポートのひとづくり、まちづくり

［話題提供］                       ※ P.00 に資料掲載あり
あまみずコーディネータの養成

［プロフィール］
NPO 法人雨水まちづくりサポート、NPO 法人雨水市民の会理事。
内閣官房水循環政策本部「水循環施策に関する有識者会議」委員、日本建築学会あまみず普及小委員会委員。
雨水活用・水循環・グリーンインフラをテーマとした普及啓発活動に従事、海外での雨水活用普及、事例
調査等にも参画。親子・市民向けのツール開発、イベント企画、自治体の講座企画等に携わり、生活、アー
ト、まちあるきといった多様な切り口で雨水活用の普及に取り組んでいる。

［プロフィール］
九州産業大学建築都市工学部教授｡ 1962 年生まれ｡ 山口県出身｡ 1990 年九州大学大学院
工学研究科博士後期課程水工土木学専攻単位取得退学（1993 年九州大学博士（工学））｡ 専門は景観工学・
河川工学｡「水と自覚の都市デザイン（BIOCITY, No. 74, 2018, 所収）」、「みんなで取り組む流域治水（森本
幸裕編著：『景観の生態史観―攪乱が再生する豊かな大地 , 京都通信社 ,2012, 所収）等で、雨水との賢いつ
きあい方を提案｡

[ 活動内容紹介 ]　
2016 年に設立された NPO 法人雨水まちづくりサポートは、「雨水（あまみず）の利用の推進に関

する法律」（2014 年施行）、日本建築学会で策定された「雨水活用建築ガイドライン」「雨水活用技術
規準」といった制度や規準を社会実装することを目的としています。

現在、全国に 3300 カ所あまりの雨水活用施設が設置されていますが、適切に施設の維持管理
をする技術者が不足していることや雨水活用施設を設計できる設計者が少ないこと、また社会一
般にも雨水活用に関する認知度が低いことなど、多くの課題が残されています。

こうした状況の中、雨水活用施設の維持管理技術者や設計者を育成する認定事業、雨水活用性
能の高い敷地や優れた雨水活用システムを評価する認証事業、そして一般向けに雨水の知識を普
及する「雨水検定」を 3 つの柱として活動しています。

[ 活動内容紹介 ]　
分散型水管理のためのコミュニティデザイン、枯山水庭園の水管理機能の評価に基づいた現代

雨庭デザイン、伝統工芸の文化的景観の保全、古民家の保全と活用による中山間地域振興等につ
いて研究している。雨水との賢いつきあい方に関しては、福岡市の樋井川流域で、「ミズベリング
樋井川会議」を企画運営し、市民主導で楽しみながら、水循環の健全化と生活の質の向上に取り
組んでいる。2016 年から技術者向けに「あまみずコーディネータ養成講座」を企画実施している。
京都と太宰府の禅寺の枯山水庭園の機能を実測評価し、それに基づき地域風土に適応した現代都
市の分散型水管理の要素技術として雨庭のデザイン実装を行い、普及推進を試みている。

認証と制度
カフェ

認証と制度
カフェ

笹川  みちる

山下 三平

Michiru SASAGAWA

Sampei YAMASITA
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あまみずと共につくる豊かなくらし「あまみず生活」
　　　　　vol.08 2018 Spring（発行：あまみず社会研究会）より

あまみずコーディネーター養成講座の様子

[ 活動内容紹介 ]　
福岡市における「節水推進条例」や「水循環型都市づくり基本構想」について簡単に説明します。　
また，福岡都市圏（１７市町）で取り組んでいる「流域連携基金事業」について紹介します。

［話題提供］
雨水活用を取り巻く法令や制度

［プロフィール］
公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 総務部長、雨水ネットワーク 事務局｡ ２０年程前、
某金属成型建材メーカーで雨水利用商品の担当になったことがきっかけで、“ あまみず ” の世界に踏み込む。
2016 年現在の勤務先に出向し、その後転職。これまでの経験を活かし、雨水活用の啓発・普及に全力邁進中 !!

[ 活動内容紹介 ]　
メーカー時代から、小中学校や地域での雨の授業をはじめ、様々な方面へ雨水活用の普及・啓

発を行っている。雨水ネットワーク（当初、雨水ネットワーク会議）設立時、世話人会メンバー
として参画し、第２回以降、すべての全国大会の実行委員会へ参加し、ネットワークの拡大を
図っている。現在、日本建築学会「あまみず普及小委員会」、空気調和・衛生工学会「建物にお
ける雨水対策検討小委員会」に所属し、学術的な面からも雨水活用の普及・啓発を支える活動を
している。著書（共著）：日本建築学会編『活かして究める 雨の建築道』（2011 年 技報堂出版）、
日本建築学会編・著『AIJES-W0003-2016 雨水活用技術規準』（2016 年）、日本建築学会編・著

『AIJES-W0002-2019 雨水活用建築ガイドライン』（2019 年）。

大西 和也
Kazuya OONISHI

［話題提供］
福岡市における雨水関連施策の取り組み

［プロフィール］
　平成１０年度　　福岡市役所入庁
　平成２９年度～　福岡市総務企画局主査（水資源対策担当）

松尾 洋一
Youichi   MATSUO



ワールドカフェ 

話題提供 関連資料
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あまみず技術
カフェ 島谷幸宏さん　提供資料
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あまみず技術
カフェ 屋井裕幸さん　提供資料

土壌の大切さ　カナダ・ブリティシュコロンビア州の取り組み
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認証と制度
カフェ

山下三平さん　提供資料

あまみずコーディネータ養成講座
【趣　旨】

都市型水害対策としての分散型水管理システムは、多くの市民・技術者の参加が必要であり、そ
の普及には、分散型水管理システムの考え方と要素技術、それを支えるコミュニティデザインにつ
いての啓発・教育が不可欠である。本講座は「あまみず社会研究会」が主催し、これらの課題に応
えられる人々の育成を考えて計画・実施するものである（2016 － 17 年は福岡、2018 年は東京で
開催した。2019 年は 11 月に京都で開催する）。

【2019 年の計画】
《プログラム》

1. あまみず社会と ECO-DRR/Green-Infra（45 分）：島谷幸宏（九大）
2. あまみず社会を市民の手で（45 分）：山下三平（九産大）
3. あまみず活用の技術規準・認定制度の今後（45 分）：神谷博（法政大）
4. 雨庭の思想と実践（45 分）：森本幸裕（京都大／京都市都市緑化協会）
5. あまみずの建築と庭の仕組みと課題

1) 雨水ハウス（15 分）：渡辺亮一（福大）
2) あめ庭憩いセンター（15 分）：浜田晃規（福大）
3) 事務所敷地の雨庭のデザイン（15 分）：阿野晃秀（京都先端科学大）
4) 精密観測に基づく雨庭の形態と機能（15 分）：丹羽英之（京都先端科学大）

6. 演習：竹林知樹（TLA ltd.）
1) 個別課題（60 分）：蓄雨計算による不足分の算出
2) グループワーク（80 分）：不足分の補足策とあめ庭のデザイン

7. まとめと講座の今後（15 分）：島谷幸宏
　＊京都の雨水関連施設のエクスカーションを、2 日目の終了後に実施

《連絡先》
	九州産業大学　建築都市工学部　都市デザイン工学科　景観計画研究室
	住所：福岡市東区松香台 2-3-1；Phone: 092-673-5691（山下） 

Email: samp@ip.kyusan-u.ac.jp
	九州大学大学院　工学研究院　流域システム工学研究室
	住所：福岡市西区元岡 744；Phone: 092-802-3419 ／ 070-2400-1789（竹林） 

Email: contact@tomokitakebayashi.com

《日程と場所》
	2019 年 11 月 15 日（金）～ 16 日（土）
	京都先端科学大学・亀岡キャンパス（初日）+ 京都太秦キャンパス（2 日目）

【コースと対象】
　2 コースを設けている。一般向けと専門家向けに以下のような対象を想定している。
	基礎コース：一般の人たちで、あまみず活用を自宅で考えている人たち
	応用コース：土木・建築・造園等の専門家で、あまみず活用を仕事に適用したいと考えてい

る人たち

【構　成】
	2 日のコース。基礎コースは 1 日のみで座学を中心とする。応用コースは 2 日で、演習を実

施する。
	演習は 2 部構成で、1 部は建築学会の雨水活用技術基準を使いながら、その改良可能な諸点、

例えば土壌浸透の再評価を踏まえて、対象とする課題施設の現状の蓄雨機能を評価する。
	その判定に基づいて、不足分の蓄雨能力をどのようにして補足するかを議論する。作業は同

じ施設を選んだグループに分かれて行う。
	その際に、施設にあめ庭・グリーンインフラまたはその機能を必ず盛り込むことを条件とする。



「水循環 sy 会の展望」
「熊本地域の持続的な地下水保全」
「あまみず社会研究会の取り組み
「ＳＤＧｓの適用について」

話 題 提 供

エクスカーションコース紹介
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国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部  水資源政策課 課長
Manabu NISHIGUCHI

西口 　学

話題提供①

次期水循環基本計画と雨水の利用促進

１）水循環基本計画
　水循環基本法（平成２６年法律代 16 号）は、
水循環施策の総合的かつ一体的な推進に向け
て水循環基本計画を策定し、健全な水循環の維
持への取り組みを行う法律です。水循環基本
計画は、おおむね５年毎に見直しを行い、必
要な変更を加えるものとされており、現行計
画の見直しに向けて、有識者会議を平成３０
年１０月から開催。次期計画の策定を令和２
年に予定しています。
「次期基本計画の見直し」において「重点的

に取り組む主な内容」の３本柱 ( 案 ) として、
１. 流域マネジメントによる
　　　　　　　　水循環イノベーション
２. 健全な水循環への取組を通じた
　　　　　　　　安全・安心な社会の実現
３. 次世代への健全な水循環による
　　　　　　　　豊かな社会の継承

を掲げており、雨水の関連は、２の項目の中に
ある「水の適正かつ有効な利用の促進等」の
中でまとめられる予定です。（図１）

図１　水循環基本計画の見直しについて

２）雨水利用施設の状況
　平成 26 年５月に「雨水の利用の推進に関す
る法律（平成 26 年法律第 17 号）」（以下「雨
水法」という。）が施行され、地方公共団体は
雨水の利用の推進に関する施策を講じるよう
努めることとなっています。
　国土交通省で毎年実施している実態調査結
果では、平成 29 年度末時点で雨水を利用し
ている公共施設、事務所ビル等の数は全国で
3,529 施設となっています。（図２）

図２　雨水利用施設数の推移
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用途別に利用内容を見ると、水洗トイレ用
水が 2,372 施設、散水用水が 1,994 施設と
多く、次いで洗車・清掃用水が 556 施設、消
防用水が 440 施設、冷却用水が 305 施設、
修景（池・噴水等）用水が 305 施設となって
います。（図３　複数回答方式）

図３　用途別　雨水利用施設数

３）国及び独立行政法人等の取組
　雨水法では、国や独立行政法人等が率先垂
範して雨水を利用することとしており、雨水
法第 10 条に基づき、平成 27 年３月「国及び
独立行政法人等が建築物を整備する場合にお
ける自らの雨水利用のための施設の設置に関
する目標」として、新たに建設する建築物には、
原則として、雨水利用のための施設を設置する
ことが閣議決定されました。これに伴い、平
成 29 年度は雨水利用施設を設置する予定の２
棟に施設を設置し、平成 30 年度以降に完成予
定の建築物 33 棟に施設の設置を計画していま
す。

４）雨水利用の推進に向けた活動
　雨水法では、国や地方公共団体、事業者や
国民の責務が定められていますが、効果的な
雨水利用施策を進めていくには、市民や事業
者に一番身近な市町村の果たす役割が非常に
大きいと考えています。１つでも多くの市町
村に「市町村計画」を策定いただくために、平
成 30 年６月に「雨水の利用の推進に関するガ
イドラインを作成しました。（図４）

５）雨水活用のススメの発刊
平成 31 年４月よりホームページに「雨水活用
のススメ」を掲載しています。（図 5）生活の
なかにおける雨水の活用方法の解説や水害リ
スクの低減への貢献度、非常時の水源として
の有効性、地方公共団体の助成金制度の紹介
等をしています。今後も、雨水利用の都道府
県方針や市町村計画の策定が進み、地域の実

情に応じた取組が促進されるよう、積極的な
支援を行っていきます。

図４「雨水の利用の推進に関するガイドライン」表紙

図５　「雨水活用のススメ」表紙

６）おわりに
　雨水利用施設の普及促進のためには、産・
学・官・ＮＰＯ等の連携が、なにより重要です。
行政、事業者、そして国民一人一人がそれぞ
れ所有する施設や住宅において、雨水を自ら
貯留し利用する設備が設置されていることが
当たり前となる社会を目指していきたいと考
えています。今後ともご協力のほどよろしく
お願いいたします。
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公益財団法人くまもと地下水財団　事務局長
Ktsuhiro TERADA

寺田 勝博

話題提供②

はじめに
阿蘇外輪山西麓から連なる面積約１０４１

km2 の熊本地域には１１市町村があり、約
１００万人の人々が暮らしている。この地域
は、特に天然の地下水に恵まれ、水道水源を
ほぼ１００％地下水で賄っている全国でも例
のない地域です。しかし、都市化の進展や経
済の発展に伴い、地下水涵養量の減少による
地下水位の低下や硝酸性窒素などによる水質
の悪化が問題となってきました。

財団の役割と取り組み
この清冽で豊かな地下水を未来に残すため、

熊本地域が一体となり、広域的、持続的に連
携して地下水保全に取り組んでいくための組
織として、平成２４年に公益財団法人「くま
もと地下水財団」が設立されました。

くまもと地下水財団は、熊本地域の地下水
の健全な循環環境の整備に取り組んでいくた
め、目的に沿った4つの公益事業を行っており、
その取り組み概要について紹介します。

公 1）地下水環境調査研究事業
1. 地下水情報の収集管理

　地下水に関する文献や研究成果、地下
水や雨量、河川流量、地質構造などを収
集蓄積し活用を図るための管理システム
を構築。　

2. 熊本地域水循環モデルの活用
　地域ごとの雨量や作物統計、土地利用
データと減水深などを基に、涵養量の集
計や人口涵養による地下水量の予測等を
行い、涵養対策に活用。

公２）地下水質保全対策事業 
　肥料や家畜排せつ物の不適切処理が主な
原因の硝酸性窒素による地下水汚染対策。
１. 硝酸性窒素濃度シミュレーションを活　
　  用し、自治体の削減計画策定を支援。
２. 硝酸性窒素の土壌内垂直濃度分布を 
     ボーリング調査し施肥量との関係調査
３. 農地の土壌診断への助成

公３）地下水かん養推進事業
熊本地域の地下水涵養には農地等が大
きな役割を果たしており農林業等と連

熊本地域の持続的な地下水保全
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携した地下水涵養事業を行っています 
１. 水田湛水事業
    地下水涵養効果の大きな白川中流域で行
政や企業が農家を支援し、休耕田や転作田

に水を張り地下水を涵養しています。
２. 水田オーナー制度事業

　営農が危ぶまれる農地に企業や個人、
団体が水田のオーナーとなり支援し、田
植えや収穫を通して水田の保全とかん養
を図る取り組み。

３. ウォーターオフセット事業
　涵養域で取れたお米や農産物、お米を
食べて育ったえこめ牛の販売促進による
農地を守る取り組み。　

４. 水源かん養林等の整備
　財団所有林の涵養機能を高める間伐整備

公４）地下水採取・使用適正化事業
１. 地下水保全施設の設置推進

①雨水浸透桝や雨水貯留タンクの設置助 
　成と普及啓発
③量水器・止水バルブ設置補助

２. 地下水保全意識の向上に向けた広報啓発
①新聞や雑誌、テレビＣＭ等での広報
②水教育のためのバスツアーの開催
③地下水保全優良企業の顕彰
④水の国高校生フォーラムの共催

今後に向けて
事業の概要について紹介してきましたが、

熊本地域でのこのような取り組みは、４０年
以上前から多くの人々が問題に気付き研究し
行動してきた結果であり、行政・事業者・住
民等が一体となって熊本地域の清冽で豊かな
地下水を守っていく取り組みへと繋がってき
ました。

地下水位の低下傾向に下げ止まりがみられ
てきているなかで、平成２５年３月には地域で
連携し、自然のシステムを活用した広域的な
地下水保全の取り組みが、優れた水管理の事
例として国連の ｢ 生命の水 (Water for Life)｣
最優秀賞を受賞し、世界的に高い評価をいた
だくことができました。

恵まれた地下水を確実に次の世代へと引き
継いでいくため、引き続き地域をあげて地下
水保全に取り組んでいきたいと思います。
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あまみず社会研究科会 代表 ･ 九州大学 工学研究院 教授
Yukihiro SHIMATANI

島谷 幸宏

話題提供③

あまみず社会研究会が目指す社会と技術

２）要素技術
① 浸透が基本技術（雨庭、緑地が重要）

　緑地の浸透能力は高く、浸透能力を生か
すことが流出抑制の基本技術です。

② 簡単に浸透能を測定する
　浸透能を測定すると、土地利用によって
浸透能力が異なること、緑地は浸透能力が
高いことを実感できます。誰でもが測定で
きる浸透能測定器が有効であり、ダブルリ
ング式の測定器を用います。
　植物が元気に育つ土壌をもつあめにわ憩
いセンターの測定結果からは、水はけの悪
い北側を除いて、最終浸透能は 260mm/h
程度と推測されました。庭の２倍の面積に
降った豪雨も十分に浸透できることがわか
ります。

１）あまみず社会とは
あまみず社会とは「都市の流域すべての場

所で雨水の貯留・浸透を良質な緑を増やしな
がら多世代が協力し、適正な技術と節度ある
生活感覚に基づく、分散型の水管理が実現さ
れる持続的で豊かな地域社会」と定義されま
す。降った雨を貯留、浸透、活用し、一挙に
地下に入れない自立分散型の水管理システム
ということもできます。水を貯留浸透する過
程で人は水を意識し、人と人がかかわり、良
質な緑を増やし、持続的な豊かな社会を構
築することを都市ビジョンとしています。 
　幾つかのあまみず社会の特徴をあげると、 

①治水は浸透が基本。浸透ますなどの設　　 
　対応ではなく土壌浸透が基本です。すな
　わち良好な緑を増やします。地域を守る
　コミュニティ治水です。
②日常の水利用になるだけ雨水を活用します。 
　楽しく、きれいに貯めよう。
③いざという時に災害用水として機能します。
④全ての場所で、多世代が協力し、浸透、
　貯留を行います。
⑤要素技術は、生物の生息場、みどり、景
　観に配慮した楽しく、有機的で安価なグ
　リーンインフラ技術です。
⑥合流式下水道では、流出水を減らし水質
　改善に寄与します。
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③ 穴あき雨水タンク
　穴あき雨水タン
クはタンクに洪水
調節用の穴をあけ
たタンクで、洪水
の ピ ー ク 流 量 の
カットを目的とし
ます。福岡大学の
あまみず科学センター（屋根面積 41 ㎡）
では、流出の全量を抑制するためには 8.2
㎥の雨水タンクの容量が必要ですが、10
分間のピーク流出量を 60％カットするた
めには穴あき雨水タンクでは 3.7 ㎥のタン
ク容量で可能です。既設の雨水管の能力を
活用すれば、治水タンクの小型化につなが
りますし、穴をタンクの中間にあけること
で利水用の雨水を確保しておくことも可能
です。

④ 樋を切って、土に導く。
　戸建て住宅で、樋を１本切って雨を庭に
浸透させると、建蔽率が 50％、樋が５本
とすると敷地全体で 10％程度の流出抑制
になります。もっとも安価で楽しい流出抑
制対策と言えます。今、町田市の方々が樋
を切る活動に取り組んでいます。

３）導入の手法
①コミュニティ治水

　コミュニティ周辺で発生する内水氾濫は
コミュニティの努力で防ぐという考え方で
す。内水氾濫は局所的に発生することが多
いため、集水域のコミュニティの家屋など
で流出抑制を行うと内水氾濫を減少させる
ことが可能となります。

②あめにわ憩いセンター
個人住宅の１階を開放し、樋からの雨

水を活用、浸透するモデル住宅を建設し
ました。このあめにわ憩いセンターでは、
198mm 豪雨時の流出 75％カットを達成

（敷地全体で 49.2 ㎥の降雨のうち 34 ㎥の
流出をカット）、総実装費用 163 万円（4.5
万円 / ㎥）、35 ㎜ /h 程度の雨では湛水し
ないことを確認するなど、既存住宅でのあ
まみず社会の実現が十分可能なことが明ら
かとなりました。

③多世代共創の技術
多くの世代の人と議論しながら、さまざ

まな価値を包含させる、魅力的な技術を多
世代共創の技術と呼んでいます。多世代共
創によってつくられた技術や価値にはまだ
まだ余白があり、今後も思わぬ利用や発展
につながる可能性が残されています。
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九州産業大学 建築都市工学部 教授
Sampei YAMASHITA

山下 三平

話題提供④

ＳＤＧ s の適用

１．はじめに
　「SDGs（エスディージーズ）」は「Sustainable 
Development Goals （持続可能な開発目標）」
の略称である。これは 2015 年 9 月に開催さ
れた国連総会で、加盟する全 193 か国が合意・
採択した「我々の世界を変革する：持続可能
な開発のための 2030 アジェンダ」に示され
た行動指針である 1）。SDGs は 2000 年に国連
で採択された「MDGs（エムディージーズ：ミ
レニアム開発目標）」が 2015 年に達成期限を
迎え、その不足を踏まえて新たに設けられた
目標であり、2030 年までの長期的・具体的な
17 の達成目標と 169 の達成規準からなる。
　このアジェンダは、「世界の貧困を撲滅する
ことを最大の地球規模の課題」と位置づけ、
世界を持続的かつしなやかな強さをもったも
のに移行させる過程で、「誰一人取り残さない」
ことを誓う、きわめて意欲的なものである。
　本稿では SDGs の概要を示し、水循環の健
全化との関連を検討し、自分たちのこととし
て、どんな取り組みができるかを、若干考え
てみたい。

２．17 の目標と達成の現状
　SDGs の 17 の目標は以下のとおりである。

①　貧困をなくそう
②　飢餓をゼロに
③　すべての人に健康と福祉を
④　質の高い教育をみんなに
⑤　ジェンダー平等を実現しよう
⑥　安全な水とトイレを世界中に
⑦　エネルギーをみんなにそしてクリーンに
⑧　働きがいも経済成長も
⑨　産業と技術革新の基盤をつくろう
⑩　人や国の不平等をなくそう

⑪　住み続けられるまちづくりを
⑫　つくる責任つかう責任
⑬　気候変動に具体的な対策を
⑭　海の豊かさを守ろう
⑮　陸の豊かさも守ろう
⑯　平和と公正をすべての人に
⑰　パートナーシップで目標を達成しよう

　このうち、2019 年 7 月にベルテルスマン財
団と持続可能な開発ソリューション・ネット
ワークが発表した「SDGs 達成ランキング」に
よれば 2）、我が国は 162 か国中 17 位（2018
年は 15 位。2019 年の 1 位はデンマーク、次
いでスウェーデン、フィンランド、フランス、
オーストリアの順）である。また、17 目標の
うちすでに達成されていると評価されたのは

「目標 4：質の高い教育をみんなに」と「目標 9：
産業と技術革新の基盤をつくろう」の2つだけ、
残りは未達成である。とくに「目標 5：ジェン
ダー平等を実現しよう」「目標 12：つくる責
任つかう責任」「目標 13：気候変動に具体的
な対策を」「目標 14：海の豊かさを守ろう」「目
標 17：パートナーシップで目標を達成しよう」
は 2018 年と同様、4 段階の評価で最も低い達
成度が続いている。
　なお、朝日新聞社が 2017 － 19 年に 4 回実
施した東京・神奈川在住のリサーチパネル対象
の調査によれば 3）、最新の結果で 19％が「SDGs
という言葉を聞いたことがある」と答えてい
る。

３．水に関わる目標とターゲット
　17 の目標のうち、水循環の健全化ととくに
関係が深いのは、「目標 6：安全な水とトイレ
を世界に」と「目標 13：気候変動に具体的な
対策を」の 2 つと考えられる（もちろんこれ
に限られるわけではない）。これらに含まれる
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達成規準の概要は以下のとおりである。

（１）目標 6：安全な水とトイレを世界中に
　2030 年までにすべての人々が飲み水（6.1）
と下水・衛生施設（6.2）を享受し、水質改善

（6.3）、水不足解消（6.4）、水資源管理（6.4）、
開発途上国での水と衛生分野の国際協力等支
援（6.a）を達成することと、2020 年までに
生態系保護・回復（6.6）を行うことである。
また管理向上のための地域コミュニティ支援・
強化（6.b）が含まれる。
　2019 年の日本の上記評価によれば、目標 6
については総合評価で評価 3 と、目標達成の
一歩手前である。細目の再利用水資源率と食
品貿易による地下水枯渇の 2 項目について評
価３であり、ここに課題を残している（他の 5
項目は評価４で達成）。

（２）目標 13：気候変動に具体的な対策を
　すべての国の適応力強化（13.1）、国別の政
策・戦略・戦略への導入（13.2）、教育・啓発・
人的能力／制度改善（13.3）、2020 年までに
グリーン気候基金本格始動（13.a）、途上国支
援メカニズムの推進（13.b）が基準である。
　上述のとおり、日本の 2019 年における目標
達成の総合評価は 4 段階評価で最低の１であ
る。エネルギー起源 CO2 排出量と実効炭素税
率（非道路輸送部門／非バイオマス起源）で
最低の評価 1、気候変動起源の被災者数で評価
2 である。一方、輸入 CO2 排出量と化石燃料
の輸出に含まれる CO2 排出量は評価 4 であり、
すでに目標達成している。

４．適　用
（１）目標 6 と 13
　上述の「評価」を雨水管理と結びつければ
以下のような対策が考えられる。目標 6 につ
いては、雨水の再利用とそれに基づく地産地
消の強化である。こうした取り組みの実績は
既にあるものの、いっそうの手法共有が望ま
れよう。一方、目標 13 の気候変動については、
いうまでもなく、温暖化豪雨の緩和策として
の CO2 排出量削減が、喫緊の課題である。
　目標 6 の達成規準は世界的な水問題への対
策が中心である。深刻な水問題を抱える国・地
域への、比較的簡便な水管理要素技術の移転
が重要となろう。また目標 13 の達成規準には、

緩和策だけでなく適応策も含まれる。これに
は目標 6 と連動して、小規模分散型の、水管
理システムの構築が、現実的と考えられる。

（２）導き・制度
　SDGs に先立つがこれに連なるものとして、
2006 年に国連のアナン事務総長（当時）が責
任投資原則を提唱した 4）。これにより ESG（環
境（E）・社会（S）・ガバナンス（G））が企業
投資において重視すべきとの認識と賛同が広
がりつつある。

最近の国の施策としては、2019 年 7 月に、
政府が全国 31 の自治体を「SDGs 未来都市」
に選定し、そのうち 10 都市を補助金制度（上
限 3 千万円）の対象としている 5）。企業の取
り組みとしては、株式会社電通が 2018 年 6
月に SDGs Communication Guide を発表し、
企業参入を促している 6）。

５．おわりに
　本稿では SDGs と水循環の健全化をめぐる
現状と、将来の可能性について若干の考察を
行った。これをもとに、「誰一人取り残さない」
雨水管理について、さらに議論できれば幸い
である。

【参考文献】
１）国連総会（外務省仮訳）：我々の世界を変 
　　革する―持続可能な開発のための 2030
　　アジェンダ，2015.
２）Bertelsmann Stiftung and Sustain 
　　able Development Solutions Net 
　　work：SDG Index and Dashboards  
　　Report, 2019.
３）https://miraimedia.asahi.com/sdgs_ 
　　survey04/
４）https://www.unpri.org/
５）https://www.kantei.go.jp/jp/singi 
　　/tiiki/kankyo/index.html
６）https://miraimedia.asahi.com/sdgs_
　　communication_guide/
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A：福岡大学あまみず社会コース

日時／８月２４日（土）１２：３０～１３：３０
定員／人数制限なし　　参加費／無料
集合場所／福岡大学 A 棟　大会受付前

■コース
福岡大学 A 棟（集合）　→　あまみず科学センター　→　人工芝・あまみず浸透グランド（解散）
※すべて福岡大学キャンパス内

■内　容　
　樋井川流域に位置する福岡大学構内に設置された２つのあまみず貯留浸透施設を見学しま
す。「あまみず社会」の活動拠点の一つとして設置された「あまみず科学センター」では、穴
あき雨水タンク、野の花による雨庭など、新たに開発し研究を進める取り組みを紹介します。
また、透水性・保水性土壌を利用した人工芝グランドを見学します。

エクスカーション コース紹介
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B：樋井川流域あまみず社会コース
日時／８月２４日（土）１２：３０～１６：３０
定員／１５名　　参加費／２，０００円
集合場所／福岡大学 A 棟　大会受付前

■コース
福岡大学 A 棟（集合）　→　あまみず科学センター　→　人工芝・あまみず浸透グランド　→
そば千力・カルガモテラス　→　雨水実験住宅「雨の家」　→　樋井川テラス　→
あめにわ憩いセンター　→　福岡大学正門（解散）

■内　容
　樋井川流域内に点在する、あまみず貯留浸透・
活用施設を見学します。樋井川流域では、2009
年の水害や第２回あまみずネットワーク全国大
会 (2009 年 ) の開催を契機として、「流域治水」、
さらに「あまみず社会」の取り組みへと発展し、
様々な人達が連携しながら取組が進められてい
ます。今回は、その中でも福岡大学キャンパス内、
新築・既存戸建住宅、そして店舗での実践事例
を見学し、楽しく効果的な雨水との付き合い方
を紹介します。
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C：グリーンインフラ⾒学コース
日時／８月２４日（土）１２：３０～１７：００
定員／１５名　　参加費／２，０００円
集合場所／福岡大学 A 棟　大会受付前

■コース
福岡大学 A 棟（集合後昼食）　→　上西郷川；福津市　→　新宮北小学校；新宮町　
→　福岡空港（解散）

■内　容
　福岡周辺地域にある、多自然川づくりによって里川を再生した「上西郷川（福津市）」、治水・
環境への取組を行う「新宮北小学校（糟屋郡新宮町）」を見学します。上西郷川は、洪水の防
御と環境再生を統合した改修と住民との連携によって、自然豊かな環境を実現・維持している
グリーンインフラの事例です（2016 年土木学会デザイン賞最優秀賞受賞）。新宮北小学校は、
日本で初めてスマートスクールとして構想・企画された小学校で、雨水活用システムや治水機
能を持った芝生の運動場などをもつ環境に配慮した学校となっています。



広　告
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雨水ネットワーク全国大会 in 福岡実行委員会

実行委員長　島谷　幸宏　九州大学 工学研究院 環境社会部門 教授
　　委　員　渡辺　亮一 　福岡大学 工学部 社会デザイン工学科 教授
　　　〃　　山下　三平　九州産業大学 建築都市工学部 都市デザイン工学科 教授
　　　〃　　森山　聡之　福岡工業大学 社会環境学部 社会環境学科 教授
　　　〃　　満崎　晴也　国土交通省 九州地方整備局 企画部 事業調整官
　　　〃　　遠山　修平　独立行政法人水資源機構 筑後川局 審議役
　　　〃　　江﨑　雅彦　福岡県 県土整備部 水資源対策課 課長
　　　〃　　栗秋　寛哉　福岡市 総務企画局 水資源対策担当課長
　　　〃　　水落　啓介　一般財団法人福岡市市民の森協会 専務理事
　　　〃　　角銅久美子　あまみず社会研究会 多世代チーム リーダー
　　　〃　　木村　洋子　福岡県建築士会 まちづくり委員会 委員
　　　〃　　吉浦　隆紀　株式会社樋井川村 代表取締役
　　　〃　　松尾　憲親　株式会社 大建 代表取締役
　　　〃　　屋井　裕幸　公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 常務理事・雨水ネットワーク 代表
　事務局長　伊豫岡宏樹　福岡大学 工学部社会デザイン工学科 助教
　　監　事　山下　輝和　株式会社リバービレッジ  
　　会　計　田浦扶充子　九州大学 工学研究院 環境社会部門 学術研究員
福岡事務局　林　　博徳　九州大学 工学研究院 環境社会部門 助教
　　〃　　　浜田　晃規　福岡大学　工学部 社会デザイン工学科 助手
東京事務局　大西　和也　公益社団法人雨水貯留浸透技術協会・雨水ネットワーク 事務局
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